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利用者数の推移を見ると、鹿児島空港を起点とするルートを運行する南国交通（株）では

増加傾向ですが、都市部と中山間部を網羅するルートを運行する鹿児島交通（株）、三州自

動車（株）では、減少傾向が続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➂ふれあいバス 

国分、横川、牧園、霧島地域では、合併以前からのコミュニティバス※9 を引き継ぎ運行し

ており、平成 20 年（2008 年）4 月からは溝辺、福山地域においても運行を開始しました。 

ふれあいバスは、交通空白地域※10や交通不便地域の交通弱者※11等の移動手段を確保する

ことを主な目的とし、地区内交通の充実を図るため、各地区の拠点施設を基点とした運行ル

ートを設定しています。隼人地域は「市街地循環バス」を運行しているため、ふれあいバス

は運行していません。 

推移を見ると、ふれあいバスの利用者は減少傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

  

※三州自動車（株）は 2018 年 3 月 30 日に鹿児島交通（株）に事業譲渡 

※宮崎交通（株）は 2017 年 4 月 1 日に（有）高崎観光バスに運行を移管 

※9 コミュニティバス／ 路線バスなどで対応できない地域の交通需要に応えるために、主に自治体が主体となり、比較的小型で小回りの利くバスを

使って運行しているもの。霧島市では「ふれあいバス」の名称で、国分、溝辺、横川、牧園、霧島、福山の 6 地区で運行している。 

※10 交通空白地域 ／ 路線バス及びふれあいバスのバス停から 500m 以上離れており、デマンド交通が運行されていない地域。 

※11 交通弱者 ／ 子どもや高齢者など、移動手段が制約され不便を感じる人のこと。 
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④市街地循環バス 

合併前の隼人町において、「隼人巡回バス」として運行していましたが、平成 20 年（2008

年）度から国分地区まで路線延長を行い、「市医療センター～隼人駅～浜之市～国分駅～市

医療センター」を基本に、鹿児島交通（株）が 1 日 19 便を運行しています。利用者数は、

平成 30 年（2018 年）度は約 3 万人で、減少傾向となっています。 

 

 

  

■ 市街地循環バス運行ルート図 
資料：霧島市地域公共交通網形成計画（2016 年 3 月） 
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２－６ 都市施設 

（１）公共施設、インフラ施設の老朽化が進行 

公共施設は主に昭和 52 年（1977 年）から昭和 57 年（1982 年）にかけての整備が約

20 万㎡あり、総量の 1/4 を占めています。施設の一部では、老朽化が進んでおり、大規

模改修や建替えが必要になることが予想されます。 

また、土木インフラも老朽化が進んでおり、特に橋梁や水道施設では 20 年後、30 年後

に耐用年数を超える施設が半数を占めることになります。 

このため、霧島市公共施設管理計画※12 に基づき、公共施設やインフラ施設の総量縮減

や長寿命化の推進が必要になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

～
19

50

19
60

19
65

19
70

19
75

19
80

19
85

19
90

19
95

20
00

20
05

20
10

■ 橋梁の年度別整備状況 

資料：霧島市公共施設管理計画（2015 年 3 月） 

（年） 

■ 整備年次別の用途別総延床面積 
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資料：霧島市公共施設管理計画（2015 年 3 月） 

（年） 

（㎡） 

※12 霧島市公共施設管理計画 ／ 長期的観点をもって、公共施設等の更新・統廃合・長寿命化などを計画的に行うことにより、財政負担を軽減・平
準化するとともに、その最適な配置を実現することを目的とした計画。平成 27 年（2015 年）3 月策定。 
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（２）都市計画事業の進捗 

本市の都市施設※13の整備状況は、平成 23 年（2011 年）から平成 29 年（2017 年）の

6 年間で都市計画道路※14の改良率は約 3 ポイントの上昇、都市計画公園の供用率は変わら

ず、公共下水道処理区の整備率は約 6 ポイントの上昇となっており、道路、下水道の整備

事業は徐々に進んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区別に見ると、都市計画道路の改良率は、溝辺、隼人が市平均値 83％を下回ってい

ますが、県平均値 77％以上となっています。都市計画公園供用率は、国分、横川は 100％

ですが、隼人は 73％にとどまっています。 
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■ 都市計画道路の改良率

（2017年3月31日現在）（％）

▲鹿児島県平均値 77％

▼霧島市平均値 83％

資料：鹿児島県の都市計画2018
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■ 都市計画公園供用率

（2017年3月31日現在）（％）

▲霧島市平均値 96％

資料：都市計画基礎調査
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※公共下水道処理区整備率＝整備面積÷事業認可面積

（％）

※13 都市施設 ／ 都市での諸活動を支え、生活に必要な都市の骨組みを形作る施設で都市計画に定めることができるもの。交通施設（道路、鉄道、

駐車場など）、公共空地（公園、緑地など）、供給・処理施設（上水道、下水道、ごみ焼却場など）、水路（河川、運河など）、教育文化施設（学校、

図書館、研究施設など）、医療・社会福祉施設（病院、保育所など）、市場、と畜場、火葬場など。 

※14 都市計画道路 ／ 都市の骨格を形成するとともに、円滑な都市活動を確保し、良好な都市環境を保持するために都市計画で定められる道路。 




